
別記２ 

農薬の不適正使用の主な原因及びその防止対策 

 

１ 適用のない作物への使用、飛散等 

（１）原因 

① 使用する農薬の適用のない作物に当該農薬と同一の有効成分を含む他の農薬が使用できるため、

当該農薬についても、当該作物に使用できると誤解したもの。防止策は【１.（２）のア】。 

② 使用する農薬の適用のない作物と名前や形状の類似した適用作物があるため、当該適用のない作

物にも当該農薬が使用できると誤解したもの。防止策は【１.（２）のイ】。 

③ 防除器具の洗浄が不十分であったため、別の農作物に使用した農薬が混入し、適用のない作物か

ら当該農薬が検出されることとなったもの。防止策は【１.（２）のウ】。 

④ 別の農作物の育苗箱に使用した農薬がこぼれた土壌で当該農薬の適用のない作物を栽培したため、

当該適用のない作物から当該農薬が検出されることになったもの。防止策は【１.（２）のエ】。 

⑤ 農薬を散布したほ場の近隣のほ場で栽培していた別の農作物から飛散により付着した農薬が検出

されたもの。防止策は【１.（２）のオ～ケ】。 

⑥ 複数の農作物を混植していたため、散布対象以外の農作物にも農薬が散布されたもの。 

 防止策は【１.（２）のコ】。 

⑦ 最終有効年月を過ぎた農薬を使用した結果、農薬購入時から使用するまでの間に使用基準及び残

留農薬基準値が変更されていたため、残留農薬基準値を超過して農薬成分が検出されることとなっ

たもの。防止策は【１.（２）のサ】。 

（２）防止対策 

ア 農薬は製剤ごとに使用できる農作物が異なるため、農薬の使用前にラベルを確認する。 

イ 名前や形状の類似した農作物に使用できる農薬であっても、対象とする農作物に使用できるとは

限らないため、農薬の使用前にラベルの適用作物名を確認する。 

ウ 農薬の使用前後に防除器具を点検し、十分に洗浄されているか確認する。 

エ 育苗箱に農薬を使用する際は、あらかじめその下にビニールシートを敷いておくなど、農薬が周

囲にこぼれ落ちないように注意する。 

オ 飛散が少ないと考えられる剤型（粒剤、微粒剤等）を選択する。 

カ 飛散低減ノズルを使用する。 

キ ほ場の外側から内側に向かって散布するなど、ノズルの向きに注意する。 

ク 適正な散布圧力、散布量で散布を行う。 

ケ 農薬が周囲のほ場に飛散しないよう、風速や風向きに注意する。 

コ 混植園における農薬の使用に当たっては、散布対象以外の農作物にも農薬が飛散することを考慮

して、混植している全ての作物に使用できる農薬を選択する。 

サ 最終有効年月を過ぎた農薬を使用しない。 

 

２ 使用時期、回数、希釈倍数等の誤り 

（１）原因 

① 使用する農薬に対する慣れによる使用時期及び使用回数等使用基準の確認不足によるもの。 

 防止策は【２.（２）のア】。 



② 農薬の効果不足に対する不安のため、規定された希釈倍数より濃い濃度で使用したことによるも

の。防止策は【２.（２）のイ】。 

③ 農薬を使用してから農作物を収穫するまでの日数が長く設定されている農薬について、その使用

からの経過日数の確認不足によるもの。防止策は【２.（２）のウ、エ】。 

④ 同一の有効成分を含む複数の農薬の使用によるもの。防止策は【２.（２）のオ】。 

 

（２）防止対策 

ア 日頃から使用している農薬であっても、農薬の使用前にラベルをその都度確認する。 

イ 農薬の使用量や希釈倍数は、効果が確認された使用方法が定められていることを認識し、農薬の

使用前にラベルにより必ず確認する。 

ウ 使用時期と農作物の出荷予定日までの日数が確保されるか、農薬の使用前にラベルを逐一確認す

る。また、同じ農作物であっても早生や晩生など収穫時期が異なる品種を混植している場合は、そ

れぞれの出荷予定日を確認した上で農薬を使用する。 

エ 農作物を収穫する前に、農薬の使用記録により農薬を使用してから農作物を収穫するまでの日数

が農薬のラベルどおり確保されているかを確認する。 

オ 同一の有効成分を含む農薬の使用には注意するとともに、使用記録簿には有効成分ごとの使用回

数を記載し、農薬の使用前に使用記録簿とラベルにより使用回数を確認する。 

 

３ 環境への流出 

（１）原因 

使用した農薬がほ場外に流出し、又は使用した残りの農薬、若しくは農薬が残っている容器が適切

に処分されなかったことにより、周囲の水産動植物に被害を与え、又は河川等に流出したもの（ア、

イ） 

（２）防止対策 

ア 水田において農薬を使用するときは、止水に関する注意事項を遵守し、止水期間中の農薬の流出

を防止するために水管理や畦畔整備等の必要な措置を講じることにより、水田周辺の養魚池におけ

る淡水魚又は沿岸養殖魚介類の被害、河川、水道水源等の汚染の防止等環境の保全に万全を期する。 

イ 不要になった農薬や空容器、空袋は、関係法令を遵守し、廃棄物処理業者に処理を依頼する等に

より適正に処理する。 


